
Title 臨床哲学のメチエ　第20号　目次

Author(s)

Citation 臨床哲学のメチエ. 2013, 20

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/24935

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



臨床哲学… ｜ 

巻頭言

自ii~賢治lこ rq,前の・J~務所』 という作品があります。 Ji'1iが’l~.fj5ifrで地f' llや｝援tども羽

ぺて.1f.lcをするという必定なのですが、そこにZ副首（かまねこ）という附がいます。

この池川は本がりなため、どうしてもかまどのrjIでむる蝉があり、身体がすす汚

れています。そのため、 同りからは峨われています。ついに、沼町内は｜’l分の｛上・H

をとられ、その（"f伐をもJ！！けJlされるといういじめにあいます。ここで突然、制チ

が0；！~，｝して、このいじめの綴子を見て悩り 、 ’n務所をlf~J I二します。

いわば正治の波きが行われた訳ですが、このようなが態に対して、賢治と思われ

る立r~Jのものによる次のような文章でこの話は閉じられています。

「Iまくは半分獅内こ同感です」。

半分同感するという迩努、これが事象ヘ注意のまなざしそ向け続けることの、そ

して門学をすることの、はじまりのように私は思うのです。（おおきた たけとし）
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